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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜性。この遺伝子によってコードされるタンパク質はCD3イプシロンポリペプチドであり、CD3ガンマ、デルタ、ゼータ、そしてT細胞受容体α/βおよびγ/δヘテロダイマーとともにT細胞受容体-CD3複合体を形成する。この複合体は、抗原認識と複数の細胞内シグナル伝達経路を結びつける上で重要な役割を果たしている。イプシロン、ガンマ、デルタポリペプチドをコードする遺伝子は、11番染色体上の同じクラスターに位置する。イプシロンポリペプチドはT細胞の発達において重要な役割を果たす。この遺伝子の欠陥は免疫不全を引き起こす。また、この遺伝子は女性における1型糖尿病の感受性とも関連付けられている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD3ウサギmAbを用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。1、CD3ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス脾臓組織の免疫組織化学分析。1、CD3ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット脾臓組織の免疫組織化学分析。1、CD3ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

